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問いの芽 

ご利用案内



団体概要 
団体の概略 
団体名　　　　　　　NAZELAB（以下、当団体） 

コース名　　　　　　問いの芽 

施設住所　　　　　　埼玉県秩父郡横瀬町横瀬1926 

運営開始年月日　　　2022年４月１日 

運営者　　　　　　　一般社団法人タテノイト（埼玉県秩父郡横瀬町横瀬1263-4） 

代表者　　　　　　　代表理事　舘野繁彦 

提供するサービス 
開所時間　　　　　9:30～14:30　　 

定員　　　　　　　20名程度 

対象年齢　　　　　小学1年生～中学3年生 

閉所日　　　　　　土曜～月曜日・祝日・長期休暇（春/GW/夏/冬） 
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1. 利用について 
利用料金 
年間登録料　　　　3,300円（税込） 

※申込日にかかわらず、有効期限は4月1日から翌年3月31日まで 
※年度途中にお申込の場合も料金は同じです 

月極利用料　　　　55,000円（税込） 
※イベントや遠足の場合、施設入場料・交通費・体験料など実費負担あり 

スポット利用料　　5,500円（税込） 
※イベントや遠足の場合、施設入場料・交通費・体験料など実費負担あり 

月極利用 
利用料金のお支払 

• 年間登録料につきましては、当団体の銀行口座に振り込みをお願い致します。振
込手数料につきましては、保護者の方のご負担となります。 

• 月極利用の場合は、翌月分を当月末までに保護者が当団体の銀行口座に振り込み
ます。振込手数料につきましては、保護者の方のご負担となります。 

• 直接振込した場合において、当団体側で入金が確認できた場合は、振込控えを
もって領収の証とします。 

スポット利用 
予約方法 

• 利用希望日の前日17時までに予約が必要です。 

• 先着順のため、定員に達した場合は予約を承ることができない場合があります。 

• 月極利用者の利用が優先されるため、予約を承ることができない場合がありま
す。 
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予約のキャンセル 

• 予約のキャンセルは前日17時まで承ります。前日17時以降のキャンセルについて
は、理由によらず利用料の全額をご請求致します。ただし当日午前８時までにご
連絡を頂いた場合は、利用日当日から30日以内の別の開所日に利用を振り替える
ことができます。当日午前８時以降のご連絡、またはご連絡がなかった場合は全
額のご請求となります。 

• 振替は１回のみ可能です。振替日の変更やキャンセルはできません。振替日を欠
席した場合も利用料全額のご請求となります。 

利用料金のお支払 

• 年間登録料につきましては、当団体の銀行口座に振り込みをお願い致します。振
込手数料につきましては、保護者の方のご負担となります。 

• 毎月の料金のお支払いは後払いとなります。翌月末日までに保護者が当団体の銀
行口座に振り込みをお願い致します。振込手数料につきましては、保護者の方の
ご負担となります。 

奨学制度 
以下の条件に該当するご家庭を対象に、奨学制度を設けます。利用を希望される方
は、別途書類「奨学金募集要項」をご覧いただいた上、ご相談下さい。 

・生活保護、児童扶養手当、就学援助など行政からの支援を受けている家庭 

安全について 
好奇心のおもむくままに森や川で過ごす。そんな子どもたちの自由を、私たちが
しっかりと支えたいと考えています。小さな擦り傷、切り傷、打ち身は子どもが自
らの能力を知り、危険を学び成長する上で不可欠なことだと考えています。小さな
危険の中でヒヤリとする経験を積み重ねることが、自分で大きな危険を認識して対
処し、身を守っていくことに繋がる大切な教育の場です。ただし、重大な事故には
結びつくことがないよう、安全対策を行います。 
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2. 活動内容 
大切にしていること 
比較から解放され自分らしく生きる 

知識習得に偏りがちな日本の集団教育には、平均からの逸脱が認められにくい面が
あります。こうした環境で他人との比較や評価にさらされ続けると、子どもたち一
人ひとりが本来持っている個性や感性が十分に発揮されず、「自己受容感」や「自
己肯定感」を持ちにくくなります。人間は生まれながらに好奇心や向上心を持って
いて、｢生きたいように生きたい｣ものです。社会が作り上げた他者のものさしでは
なく、自分のものさしで自分らしく生きて欲しいと願っています。 

自由が保障される環境で自己決定をする 

誰にも等しく｢生きたいように生きる｣権利がありますから、それぞれが「したいこ
と/したくないこと」を自己決定する機会を保障します。集団の中で｢生きたいよう
に生きる｣ためにはどうしたらいいか。まず｢あなたの自由｣と｢わたしの自由｣が異な
ることに気がつきます。次に｢みんなの自由｣を模索する対話が必要となります。こ
の過程で、自分自身を大切にしながらも、他者を尊重する気持ちが自ずと育まれ、
集団で生きるためのコミュニケーション能力を身についていきます。 

｢自然｣と｢本｣を行き来することで広げ深める｢なぜ？｣ 

どんな些細な｢知りたい｣や｢やってみたい｣でも、すべて学びに繋がります。それを
一緒に面白がる仲間とともに深めていきます。 

横瀬町の豊かな自然の中での活動では、たくさんの｢知りたい｣や｢やってみたい｣に
出会うことができます。そこで、カリキュラム等は設けず、子どもたちが｢知りた
い｣や｢やってみたい｣を起点に活動を広げます。そこで出会った｢なんだろう？｣を
NAZELABのリビングルームや隣接の横瀬町図書館の蔵書を使って調べることがで
きます。本は、体験と照らし合わせて読むことで、その価値が10倍にも100倍にも
なります。スタッフは、仲間として子どもたちの好奇心に伴走することで、興味を
深め、そして広げていきます。自ら成長できる限りないポテンシャルを持つ彼らを
信じ、その純粋な探究心に寄り添いながら、主体的学びをサポートします。このプ
ロセスの中にツールとして必要な＜知識＞が自ずと身についていくものと考えま
す。 
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子どもそれぞれの好奇心から始まる探究的学びは、自己決定ではじまり自己決定で
終わります。だからこそ得られる達成感と満足感が子どもたちを成長させていきま
す。 

一日の過ごし方 
09:30 花咲山公園駐車場集合  
10:00 朝のミーティング 
12:00 昼食（各自食べたいタイミングで。その後午後の活動へ） 
14:00 片付け・帰りのミーティング 
14:30 NAZELABにて解散 

・朝のミーティングでは、各自の体調や気持ちを共有し、やりたいことを子どもた
ちとスタッフ全員で話し合い、一日の過ごし方を決めます。 

・各自のタイミングで昼食（お弁当）を取ります。 

・森では、季節の生き物との出会い、快適に過ごすための整備やモノづくり、森の
素材を使った制作、読書などをして過ごします。 

・NAZELABでは２階の本に囲まれたリビングルームで読書や制作活動をしたり、
庭で体を動かして過ごすこともできます。 

・帰りのミーティングではその日にあった、楽しかったこと、困ったことを振り返
ります。 

活動場所 
NAZELAB（埼玉県秩父郡横瀬町大字横瀬1926） 

森の居場所（埼玉県秩父郡横瀬町大字横瀬字南前峠6812) 

その他、寺坂棚田、ウォーターパークシラヤマ、横瀬町図書館など 
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3. 日々の活動 
服装・持ち物 
※持ち込んだ私物の破損や紛失、盗難に関しましては、責任を負いかねます。 

‣ 基本の服装・持ち物 
・長袖長ズボン（怪我、虫刺され、日焼け予防のため） 
・くるぶしの出ない靴下 
・歩きやすい靴 
・長靴（雨天時） 
・帽子 
・リュック（できればチェストベルト付き） 
・軍手 
・レインウェア（上下セパレイト型） 
・お弁当・水筒・おしぼり 
・タオル/ハンカチ 

‣ 必要に応じた持ち物 
・虫よけ 
・着替え 
・レインカバー 
・筆記用具 

‣ 季節や活動に応じた服装・持ち物 
・夏▶ 水着、ラッシュガード（長袖長ズボン）、ウォーターシューズ、ライ
フジャケット、ヘルメット（穴あき） 
・冬▶ 防寒用具、雪遊び用のウェアなど 
・森の整備▶ ヘルメット 

‣ 持ち込まない物 
・調べ学習とは無関係の動画閲覧やゲームのための電子機器類 
・市販のお菓子 
・柔軟剤などの強い香り 
（野外では虫が寄ってくる場合があります。また化学物質過敏症の方への十
分なご配慮をお願い致します） 
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集合 
• 9:30までに指定の場所に集合して下さい。 

• その際に健康状態についてお伝え下さい。 

• 欠席及び遅刻の場合は、LINEまたは電話にて、9:00までにご連絡をお願いします。 

• 体温が平熱より1.0℃以上高い場合は、利用をお控え下さい。 

• 集合時間前の事故・トラブル等につきましては、当団体は一切の責任を負いかね
ます。 

解散 
• 14:30に指定の場所で解散します。必要に応じてお迎えをお願い致します。 

• お迎え時間に遅れる場合はご連絡をお願いします。 

• 解散時間後の事故・トラブル等につきましては、当団体は一切の責任を負いかね
ます。 
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4. 緊急時・災害時の対応 
緊急時等における対応方法 
‣ お子さんの事故や急病時等の保護者との連絡方法 

緊急連絡先としてご提出いただいている連絡先へお電話します。繋がらない
場合は留守番電話にメッセージを入れますので、ご確認いただき、必ず折り
返しお電話下さい。LINEによるメッセージも送信致します。 

‣ 緊急時における関係機関の連絡先 

代表携帯電話（舘野繁彦）　090-8009-8423 

非常災害対策 
‣ 災害時における関係機関等の連絡先 

上記緊急時と同じ 
‣ 災害時の避難場所及び避難方法 

‣ 災害時の保護者との連絡方法 
緊急連絡先への電話 
NTT災害伝言サービス（固定電話番号0494-40-1021を利用します） 
アプリによるメッセージ送信 

NAZELAB拠点 森

第一避難場所
町民会館歴史民俗資料館駐車場 

大字横瀬1924-1
町民グランウンド駐車場① 

大字横瀬6310-1

第二避難場所
町民会館 

大字横瀬2000
コミュニティ防災センター 

大字横瀬6209-1
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自然災害時による臨時閉所等に関して 

開所予定時刻の1時間から
開所までの間の発令 
（8:30～9:00）

開所中の発令

気象警報 
注意報 
（気象庁）

注意報 通常開所 通常開所

警報
開所しますが、できるだけ
利用をお控え下さい

開所を継続しますが、できるだけ
お迎えをお願いします

特別警報 閉所（終日）
閉所しますので、拠点または避難
場所等へお迎えをお願いします

避難情報 
（横瀬町）

警戒レベル３ 
避難準備 

高齢者等避難開始
閉所（終日） 閉所しますので、拠点または避難

場所等へお迎えをお願いします

警戒レベル４ 
避難勧告 

避難指示（緊急）
閉所（終日） 閉所しますので、拠点または避難

場所等へお迎えをお願いします
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5. 利用中の健康 
事前の連絡 
児童の健康状態（体調面・精神面）が思わしくない場合は、必ず利用前にご連絡下
さい。当日の対応についてご相談を承ります。事前の連絡なく、体調不良と判断で
きる場合は、利用をお断りする場合がございます。 

投薬 
投薬が医療行為とみなされる場合があり、原則的に投薬は行いません。しかし、
命に係わる内容や医師の指示などでやむを得ず投薬が必要になる場合に限り、下
記の通り対応致します。 

‣ 投薬依頼について  
• 投薬依頼同意書に必要事項を記入して下さい。 

• 1回分の薬を封の出来る袋に入れてお持ち下さい。 

• 薬を入れた容器及び袋にはお子様の氏名を必ずお書き下さい。 

利用中の体調不良 
利用中に体調不良になった場合、状況に応じてお迎えをお願いする場合がござい
ます。 

利用中に怪我・発症をした場合 
• 擦り傷や打撲など、軽度の怪我の場合は、スタッフが手当てを致します。状況に
より、消毒薬、抗ヒスタミン軟膏、ワセリン、湿布、冷却シート、絆創膏等を使
用します。肌に合わない等の諸事情がある場合は個別にお知らせ願います。 
• 病院での対応が必要と判断した場合は、保護者の方へご連絡をさせて頂き、病院
を受診致します。ただし、緊急を要する場合は、保護者の方へのご連絡より先に
病院受診を優先致します。症状の程度によっては、保護者の方に病院にお越し頂
く場合があります。診察費用･交通費や諸経費につきましては保護者の方のご負
担とさせて頂きます。 
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予防接種 
・予防接種をした場合は、スタッフまでお知らせ下さい。 

• 予防接種後は副反応が出る可能性があるため、お休みの日または利用後にお願い
致します。 

　※予防接種後、当日の利用はお控え下さい。 

アレルギー･慢性疾患 
食物アレルギーや動植物等のアレルギーがある場合、日常的にお薬を服用している
場合などは、必ず申込時に申告して頂くようお願い致します。申込後に判明した場
合も、速やかに申告をお願い致します。 
お子さまの状況により、対応が困難な場合、利用をお断りすることがありますの
で、予めご了承下さい。利用開始後であっても利用中止措置をさせて頂く場合がご
ざいます。その場合、年間登録料等の返還は行わないものとします。 
また、お子さま自らお薬を内服される場合の事故等に対し、当団体は一切の責任を
負いかねます。 

感染症 
学校伝染病や伝染しやすい病気に罹っている場合は医師の許可がおりるまでお休み
して下さい。また、感染予防のため、当団体の判断で利用をお断りすることもある
ことをご了承下さい。 

その他 
お子さまの健康状態･発達状態が、他の児童に対して何らかの支障をきたす、または
支障をきたす可能性があると判断した場合は、利用をお断りすることがあります。
利用開始後であっても、利用を中止させて頂く場合もございます。その場合、年間
登録料等の返還は行わないものとします。 
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伝染病と利用のめやす 1 
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㸦㸶㸧  感染⑕対⟇について  

A)  医師がグ入したⓏ園チ可ド明書㸦治⒵ド明書㸧が必せな感染⑕  

⑓  名  感染しやすい期㛫  Ⓩ園のめやす  

インフルエンザ  

⑕≧がある期㛫㸦Ⓨ⑕前 24 時㛫

からⓎ⑕後 3 日⛬度までが最も感

染力が強い㸧  

Ⓨ⑕後 5 日を⤒㐣し、かつゎ⇕後 2

日⤒㐣するまで㸦幼児は 3 日㸧  

㯞⑈㸦はしか㸧  
Ⓨ⇕出⌧ 1㹼 2 日前からⓎ⑈出⌧

後の 4 日㛫  
ゎ⇕後 3 日を⤒㐣するまで  

㢼⑈  

㸦三日はしか㸧  

Ⓨ⑈出⌧前 7 日㛫からⓎ⑈出⌧後

㸵日㛫まで㸦ただしゎ⇕すると急

㏿に低下㸧  

Ⓨ⑈がᾘ失するまで  

ὶ⾜性⪥下⥺⅖  

㸦おたふくかぜ㸧  

Ⓨ⑕後 3 日前から⭘⬽出⌧後 4 日

㛫  

⪥下⥺、㢡下⥺、⯉下⥺の⭘⬽がⓎ

⌧した後 5 日を⤒㐣し、かつ全㌟が

Ⰻ好になるまで  

水⑁⒔  

㸦みずぼうそう㸧  

Ⓨ⑈出⌧ 1㹼 2 前から⑐⓶形成ま

で  
全てのⓎ⑈が⑐⓶化してから  

咽㢌⤖⭷⇕  

㸦プール⇕㸧  

Ⓨ⇕、充⾑➼⑕≧が出⌧した数日

㛫  

主 ⑕ ≧ が ᾘ 失 し た 後 㸰 日 を ⤒ 㐣 し

てから  

ὶ⾜性ゅ⤖⭷⅖  

㸦はやり┠㸧  

充⾑、┠やに➼⑕≧が出⌧した数

日  

感 染 力 が 㠀 常 に 強 い Ⅽ ⤖ ⭷ ⅖ の ⑕

≧がᾘ失してから  

急性出⾑性⤖⭷⅖  

ウィルスが呼吸器から 1㹼 2 㐌㛫、

便 か ら 数 㐌 㛫 㹼 数 か 月 排 出 さ れ

る  

医 師 に よ り 感 染 の 恐 れ が な い と ㄆ

めるまで  

⤖  核   
医 師 に よ り 感 染 の 恐 れ が な い と ㄆ

めるまで  

ⓒ日咳  
抗⳦⸆を服⏝しない場合、咳出⌧

後 3 㐌㛫を⤒㐣するまで  

≉ 有 に せ き が ᾘ 失 す る ま で 又 は 5

日 㛫 の 㐺 正 な 抗 ⳦ 性 ≀ ㉁ 〇 剤 に よ

る治⒪を⤊了するまで  

⭠⟶出⾑性大⭠⳦感染⑕  

㸦 O- 15 7、 O- 2 6 ➼㸧  
 

⑕≧が治まり、かつ、抗⳦⸆による

治⒪が⤊了し、 48 時㛫をあけて㐃

⥆ 2 回の検便によって、いずれも⳦

㝜性が☜ㄆされたもの  

㧊⭷⅖⳦性㧊⭷⅖   
医 師 に よ り 感 染 の 恐 れ が な い と ㄆ

めるまで  
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B)  医師のデ断を受け、保ㆤ⪅がグ入するⓏ園届が必せな感染⑕  

⑓  名  感染しやすい期㛫  Ⓩ園のめやす  

手㊊口⑓  
手㊊や口⭍内に水Ἳ・⭘⒆がⓎ⑕

した数日㛫  

Ⓨ⇕や口⭍内の水Ἳ・⭘⒆の影㡪が

↓く普段の㣗事がとれること  

ウィルス性⫶⭠⅖  

㸦ノロ、ロタ、アデノウィ

ルス➼㸧  

⑕≧のある㛫と、⑕≧のᾘ失後 1

㐌㛫  

嘔吐、下⑩➼の⑕≧が治まり、普段

の㣗事が取れること  

RS ウィルス  呼吸器⑕≧のある場合  
呼吸器⑕≧がᾘ失し、全㌟⑕≧がⰋ

いこと  

伝染性⣚⌜  

㸦りんご⑓㸧  
Ⓨ⑈出⌧前の 1 㐌㛫  全㌟⑕≧がⰋいこと  

⁐㐃⳦感染⑕  
㐺切な抗⳦⸆治⒪を㛤始する前と

㛤始後数日㛫  

Ⓨ ⇕ や ⃭ し い 咳 が 治 ま っ て い る こ

と  

ヘルバンギーナ  急性期の数日㛫  
Ⓨ⇕や口⭍内の水Ἳ・⭘⒆の影㡪が

↓く普段の㣗事が取れること  

マイコプラズマ⫵⅖  
㐺切な抗⳦⸆治⒪を㛤始する前と

㛤始後数日㛫  

Ⓨ ⇕ や ⃭ し い 咳 が 治 ま っ て い る こ

と  

帯≧Ⓨ⑈㸦ヘルペス㸧  水Ἳを形成している㛫  すべてのⓎ⑈が⑐⓶化してから  

✺Ⓨ性Ⓨ⑈  

㸦三日⇕Ⓨ⑈㸧  
 

ゎ ⇕ し 機 嫌 が Ⰻ く 全 ㌟ ⑕ ≧ が Ⰻ い

こと  

伝染性⮋⑐⑈㸦とびひ㸧 ‵₶なⓎ⑈がある場合  
⓶⑈が乾⇱しているか、‵₶㒊位が

そる⛬度のものであること  

伝染性㌾属⭘  

㸦水いぼ㸧  
 

か き こ わ し 傷 か ら ᾐ 出 ᾮ が 出 て い

る場合はそる  

 

 

㸦㸷㸧  園児健康デ断  

・ 定期健康デ断 㸦年㸭2回㸧 2月、8月㡭に実施予定  

・ ㌟体 定 㸦月㸭1回㸧 

・ ぎょう⹸検査 㸦5㹼6月㡭㸧 

・ 歯⛉検デ 㸦年㸭1回㸧 6月 

※  検デの⤖果で␗常がぢつかった場合は、お早めに医⒪機㛵を受デしましょう。  

※  保⫱園では予㜵接✀は⾜っておりません。  

 



6. 保険 
契約している保険の種類、保険事故及び保険金額 
‣ 別途ご案内致します。 

7. 個人情報の取り扱いについて 
個人情報保護方針 
• 当団体および当団体に従事する職員は、本契約にもとづく業務におけるやり取り
で知り得た、児童・保護者およびその家族の情報を秘密として扱い、法令に基づく要
請を除き、許可なく第三者への提供は致しません。職員の守秘義務は退職後においても
同様の扱いとします。 

• 当団体は、問いの芽コースの運営管理において、個人情報の安全管理に努め不注意・過
失による情報の漏えい・紛失・滅失がないようにします。個人のプライバシーの侵害が
ないように配慮し、適切安全に管理します。 

写真の使用について 
• 当団体では、活動中に撮影したお子さまの写真をパンフレット、ウェブサイト、ブロ
グ、SNS等に活動報告・宣伝目的として掲載することがあります。お子さまの写真につ
きましては、保護者の方に提出して頂いた確認書にもとづき使用致します。 

• 日本財団「子ども第三の居場所」事業の助成を受け運営しているため、日本財団への報
告書にはお子さまの写真を使用させて頂くことを予めご了承下さい。 

• 掲載後でも、本人や保護者の申入れで削除依頼があった場合は対応致します。 
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